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第1章

1 ハカルヤの子ネヘミヤのことば。第二十年のキスレウの月に、私がスサの城にいたときのこと

であった。

2 私の兄弟の一人ハナニが、ユダから来た数人の者と一緒にやって来た。私は、捕囚されずに残

された逃れの者であるユダヤ人たちについて、またエルサレムのことについて、彼らに尋ね

た。

3 彼らは私に答えた。「あの州で捕囚を生き残った者たちは、大きな困難と恥辱の中にありま

す。そのうえ、エルサレムの城壁は崩され、その門は火で焼き払われたままです。」

4 このことばを聞いたとき、私は座り込んで泣き、数日の間嘆き悲しみ、断食して天の神の前に

祈った。

5 「ああ、天の神、主よ。大いなる恐るべき神よ。主を愛し、主の命令を守る者に対して、契約

を守り、恵みを下さる方よ。

6 どうか、あなたの耳を傾け、あなたの目を開いて、このしもべの祈りを聞いてください。私は

今、あなたのしもべイスラエルの子らのために、昼も夜も御前に祈り、私たちがあなたに対し

て犯した、イスラエルの子らの罪を告白しています。まことに、私も私の父の家も罪を犯しま

した。

7 私たちはあなたに対して非常に悪いことをして、あなたのしもべモーセにお命じになった、命

令も掟も定めも守りませんでした。

8 どうか、あなたのしもべモーセにお命じになったことばを思い起こしてください。『あなたが

たが信頼を裏切るなら、わたしはあなたがたを諸国の民の間に散らす。

9 あなたがたがわたしに立ち返り、わたしの命令を守り行うなら、たとえ、あなたがたのうちの

散らされた者が天の果てにいても、わたしは彼らをそこから集め、わたしの名を住まわせるた

めにわたしが選んだ場所に連れて来る。』

10 これらの者たちこそ、あなたがその偉大な力と力強い御手をもって贖い出された、あなたのし

もべ、あなたの民です。

11 ああ、主よ。どうかこのしもべの祈りと、喜んであなたの名を恐れるあなたのしもべたちの祈

りに耳を傾けてください。どうか今日、このしもべに幸いを見させ、この人の前で、あわれみ

を受けさせてくださいますように。」そのとき、私は王の献酌官であった。

第2章

1 アルタクセルクセス王の第二十年のニサンの月に、王の前にぶどう酒が出されたとき、私はぶ

どう酒を取り、王に差し上げた。それまで、私は王の前で気持ちが沈んでいたことはなかっ

た。

2 すると、王は私に言った。「病気でもなさそうなのに、なぜ、そのように沈んだ顔をしている

のか。きっと心に悲しみがあるに違いない。」私は非常に恐れて、

3 王に言った。「王よ、永遠に生きられますように。私の先祖の墓がある都が廃墟となり、その

門が火で焼き尽くされているというのに、どうして沈んだ顔をしないでいられるでしょう

か。」

4 王は私に言った。「では、何を望んでいるのか。」私は天の神に祈ってから、



5 王に答えた。「もしも王が良しとされ、このしもべにご好意をいただけますなら、私をユダの

地、私の先祖の墓のある都へ遣わして、それを再建させてください。」

6 王は私に言った。王妃もそばに座っていた。「旅はどのくらいかかるのか。いつ戻って来るの

か。」王はこれを良しとして、私を遣わしてくださることになり、私は予定を伝えた。

7 また私は王にこう言った。「もしも王様がよろしければ、ユダに着くまで私が通行できるよう

に、ユーフラテス川西方の総督たちへの手紙をいただけるでしょうか。

8 そして、宮の城門の梁を置くため、また、あの都の城壁と私が入る家のために木材をもらえる

ように、王家の園の管理人アサフへの手紙もお願いします。」わが神の恵みの御手が私の上に

あったので、王はそれをかなえてくださった。

9 それで私はユーフラテス川西方の総督たちのところに行き、王の手紙を彼らに手渡した。王

は、軍の高官たちと騎兵たちを私とともに送り出してくださった。

10 ホロン人サンバラテと、アンモン人でその部下のトビヤは、これを聞いて非常に不機嫌になっ

た。イスラエル人の益を求める者がやって来たからである。

11 こうして私はエルサレムに着いて、そこに三日間とどまった。

12 ある夜、私は起きて出て行った。ほかに数人の者も一緒であった。しかし私は、私の神がエル

サレムのためにさせようと私の心に示しておられることを、だれにも告げなかった。また私自

身が乗った動物のほかに、動物はいなかった。

13 私は夜、谷の門を通って竜の泉の方、糞の門のところに出て行き、エルサレムの城壁を調べ

た。それは崩され、その門は火で焼き尽くされていた。

14 さらに、泉の門と王の池の方へ進んで行ったが、私が乗っていた動物の通れる場所がなかっ

た。

15 夜のうちに流れを上って行って、城壁を調べた。そしてまた引き返し、谷の門を通って戻っ

た。

16 代表者たちは、私がどこへ行っていたか、また私が何をしていたかを知らなかった。ユダヤ人

にも、祭司たちにも、有力者たちにも、代表者たちにも、そのほか工事をする者たちにも、そ

の時まで私は何も告げていなかった。

17 私は彼らに言った。「私たちが直面している困難は見てのとおりだ。エルサレムは廃墟とな

り、その門は火で焼き払われたままだ。さあ、エルサレムの城壁を築き直し、もうこれ以上、

屈辱を受けないようにしよう。」

18 そして、私に恵みを下さった私の神の御手のことと、また王が言ったことばを彼らに告げた。

すると彼らは「さあ、再建に取りかかろう」と言って、この良い仕事に着手した。

19 ところが、ホロン人サンバラテと、アンモン人でその部下のトビヤ、およびアラブ人ゲシェム

は、これを聞いて私たちを嘲り、蔑んで言った。「おまえたちのしているこのことは何だ。お

まえたちは王に反逆しようとしているのか。」

20 私は彼らにことばを返して言った。「天の神ご自身が私たちを成功させてくださる。それで、

そのしもべである私たちは、再建に取りかかっているのだ。あなたがたには、エルサレムのう

ちに何の取り分も、権利も、ゆかりもない。」



第3章

1 こうして大祭司エルヤシブは、その仲間の祭司たちと、羊の門の再建に取りかかった。彼らは

それを聖別して、扉を取り付けた。そしてメアのやぐらのところまで聖別し、ハナンエルのや

ぐらにまで及んだ。

2 その傍らではエリコの人々が建て、その傍らではイムリの子ザクルが建てた。

3 魚の門はセナアの子らが建てた。彼らは梁を置き、扉、錠、かんぬきを取り付けた。

4 彼らの傍らではハ・コツの子ウリヤの子であるメレモテが修復を行い、その傍らではメシェザ

ブエルの子ベレクヤの子であるメシュラムが修復を行い、その傍らではバアナの子ツァドクが

修復を行った。

5 その傍らではテコア人たちが修復を行ったが、彼らの貴族たちはその上役に頭を下げることは

なく、工事に協力しなかった。

6 エシャナの門はパセアハの子エホヤダと、ベソデヤの子メシュラムが修復を行った。彼らは梁

を置き、扉、錠、かんぬきを取り付けた。

7 彼らの傍らでは、ギブオン人メラテヤ、メロノテ人ヤドン、それにユーフラテス川西方の総督

の管轄に属する、ギブオンとミツパの人々が修復を行った。

8 その傍らでは金細工人のハルハヤの子ウジエルが修復を行い、その傍らでは香料作りの一人ハ

ナンヤが修復を行った。こうして、彼らはエルサレムを、幅広の城壁のところまで修復した。

9 その傍らでは、エルサレム地区の半区の長、フルの子レファヤが修復を行った。

10 その傍らではハルマフの子エダヤが自分の家のそばの部分を修復し、その傍らではハシャブネ

ヤの子ハトシュが修復を行った。

11 その続きの部分は、ハリムの子マルキヤと、パハテ・モアブの子ハシュブが、炉のやぐらと一

緒に修復した。

12 その傍らでは、エルサレム地区の残りの半区の長、ハ・ロヘシュの子シャルムが、自分の娘た

ちと一緒に修復を行った。

13 谷の門はハヌンと、ザノアハの住民が修復を行った。彼らはそれを建て直し、扉、錠、かんぬ

きを取り付け、糞の門までの城壁千キュビトを修復した。

14 糞の門はベテ・ハ・ケレム地区の長、レカブの子マルキヤが修復した。彼はそれを建て直し、

扉、錠、かんぬきを取り付けた。

15 泉の門はミツパ地区の長、コル・ホゼの子シャルンが修復した。彼はそれを建て直し、屋根を

付け、扉、錠、かんぬきを取り付けた。また、王の園のシェラフの池の城壁を、ダビデの町か

ら下って来る階段のところまで修復した。

16 その向こうでは、ベテ・ツル地区の半区の長、アズブクの子ネヘミヤが、ダビデの墓地のそば

までと、人工貯水池までと、勇士たちの家のところまでを修復した。

17 その向こうでは、バニの子レフムなどレビ人たちが修復を行った。その傍らでは、ケイラ地区

の半区の長、ハシャブヤが自分の地区のために修復を行った。

18 その向こうでは、ケイラの残りの半区の長、ヘナダデの子バワイなど、彼らの同僚たちが修復

を行った。

19 その傍らでは、ミツパの長、ヨシュアの子エゼルが、城壁の曲がり角の隅にある武器倉に向か

う上り坂のそばで、続きの部分を修復した。



20 その向こうでは、ザカイの子バルクが続きの部分を、城壁の曲がり角から大祭司エルヤシブの

家の門のところまで熱心に修復した。

21 その向こうでは、ハ・コツの子ウリヤの子メレモテが続きの部分を、エルヤシブの家の門から

エルヤシブの家の端まで、修復を行った。

22 その向こうでは、低地の人々である祭司たちが修復を行った。

23 その向こうでは、ベニヤミンとハシュブが自分たちの家のそばの部分を修復した。その向こう

では、アナネヤの子マアセヤの子アザルヤが自分の家の近くを修復した。

24 その向こうでは、ヘナダデの子ビヌイが続きの部分を、アザルヤの家から城壁の曲がり角の隅

まで修復した。

25 ウザイの子パラルは、城壁の曲がり角の部分と、監視の庭のそばにあって上の王宮から突き出

ているやぐらを修復した。その向こうでは、パルオシュの子ペダヤと、

26 オフェルに住む宮のしもべたちが、東の方の水の門と突き出ているやぐらのそばの部分までを

修復した。

27 その向こうでは、テコア人が、突き出ている大きなやぐらのそばからオフェルの城壁までの続

きの部分を修復した。

28 馬の門から上の方は、祭司たちがそれぞれ自分の家のそばの部分を修復した。

29 その向こうでは、イメルの子ツァドクが自分の家のそばの部分を修復した。その向こうでは、

シェカンヤの子、東の門を守る者シェマヤが修復を行った。

30 その向こうでは、シェレムヤの子ハナンヤと、ツァラフの六男ハヌンが、その続きの部分を修

復した。その向こうでは、ベレクヤの子メシュラムが自分の部屋のそばの部分を修復した。

31 その向こうでは、金細工人の一人マルキヤが、召集の門の向かい側にある、宮のしもべたちや

商人たちの家のところまでと、角の二階の部屋のところまでを修復した。

32 角の二階の部屋と羊の門の間は、金細工人と商人たちが修復した。

第4章

1 サンバラテは私たちが城壁を築き直していることを聞くと、怒り、非常に憤慨して、ユダヤ人

たちを嘲った。

2 彼はその同胞とサマリアの有力者たちの前で言った。「この哀れなユダヤ人たちは、いったい

何をしているのか。あれを修復して、いけにえを献げようというのか。一日で仕上げようとい

うのか。焼けてしまった石を瓦礫の山の中から拾って、生き返らせようというのか。」

3 彼のそばには、アンモン人トビヤがいて、彼も「彼らが築き直している城壁など、狐が一匹上

っただけで、その石垣を崩してしまうだろう」と言った。

4 「お聞きください、私たちの神よ。私たちは軽蔑されています。彼らの侮辱を彼ら自身の頭上

に返し、彼らが捕囚の地でかすめ奪われるようにしてください。

5 彼らの咎をおおい隠すことなく、彼らの罪を御前から消し去らないでください。彼らが、建て

直している者たちを憤慨させたからです。」

6 こうして私たちは城壁を築き直し、城壁はすべて、その半分の高さまでつなぎ合わされた。民

に働く気があったからである。

7 サンバラテ、トビヤ、アラブ人、アンモン人、アシュドデ人たちは、エルサレムの城壁の修復

がはかどり、割れ目もふさがり始めたことを聞いたとき、激しく怒り、



8 皆でエルサレムに攻め入って混乱を起こそうと、陰謀を企てた。

9 そこで私たちは、私たちの神に祈り、彼らに備えて昼も夜も見張りを置いた。

10 ユダの人々は言った。 「荷を担ぐ者の力は弱り、 瓦礫は山をなしている。 城壁を築き直すこ

となど、 私たちにできはしない。」

11 私たちの敵は言った。「彼らが気づかないうちに、見つけないうちに、彼らの真ん中に入り込

み、彼らを殺して、その工事をやめさせよう。」

12 そのため、彼らの近くに住んでいたユダヤ人たちはやって来て、四方八方から十回も私たちに

言った。「私たちのところに戻って来てください。」

13 そこで私は、民をその家族ごとに、城壁のうしろの低い場所の空地に、剣や槍や弓を持たせて

配置した。

14 私は彼らの様子を見て立ち上がり、有力者たちや代表者たち、およびその他の人たちに言っ

た。「彼らを恐れてはならない。大いなる恐るべき主を覚え、自分たちの兄弟、息子、娘、

妻、また家のために戦いなさい。」

15 私たちの敵が、自分たちの企みが私たちに悟られたこと、神がそれを打ち壊されたことを聞い

たとき、私たちはみな城壁に戻り、それぞれ自分の工事に当たった。

16 その日以来、私の配下の若い者の半分は工事を続け、もう半分は、槍、盾、弓、よろいで身を

固めていた。隊長たちがユダの全家を守った。

17 城壁を築く者たち、荷を担いで運ぶ者たちは、片手で仕事をし、片手に投げ槍を握っていた。

18 築く者はそれぞれ剣を腰にして築き、角笛を吹き鳴らす者は私のそばにいた。

19 私は有力者たち、代表者たち、およびそのほかの人々に言った。「この工事は大きく、また範

囲は広い。私たちは城壁の上で互いに遠く離れ離れになっている。

20 どこででも、角笛が鳴るのを聞いたら、私たちのところに集まって来なさい。私たちの神が私

たちのために戦ってくださるのだ。」

21 こうして私たちはこの工事を進めたが、その半分の者は、夜明けから星が現れるまで槍を手に

していた。

22 そのときまた、私は民に言った。「それぞれ自分の配下の若い者と一緒に、エルサレムの内側

で夜を明かすようにしなさい。そうすれば、夜には見張りがいて、昼には働くことができ

る。」

23 私も、私の親類の者も、私の配下の若い者たちも、私を守る見張りの人々も、私たちの中のだ

れも服を脱がず、水場でもそれぞれ投げ槍を持っていた。

第5章

1 さて、民とその妻たちから、同胞のユダヤ人たちに対して強い抗議の声があがった。

2 ある者は、「私たちには息子や娘がいて、大人数だ。食べて生きるために穀物を手に入れなけ

ればならない」と言い、

3 またある者は、「私たちの畑も、ぶどう畑も、家も抵当に入れなければならない。この飢饉に

際して穀物を手に入れるために」と言った。

4 またある者は言った。「私たちは、畑やぶどう畑に課された王の税金を支払うために、金を借

りなければならなかった。



5 現に、私たちの血肉は私たちの同胞の血肉と同じだし、私たちの子どもも彼らの子どもと同じ

だ。それなのに、今、私たちは息子や娘を奴隷に売らなければならない。実際、もう娘が奴隷

にされている者もいる。ところが、私たちの畑もぶどう畑も他人の所有となっているので、私

たちにはどうする力もない。」

6 私は彼らの抗議と、これらのことばを聞いて、激しく腹を立てた。

7 私は十分考えたうえで、有力者たちや代表者たちを非難して言った。「あなたがたはみな、自

分の同胞たちに、利子をつけて金を貸している。」そして大集会を開いて彼らを責め、

8 彼らに言った。「私たちは、異邦の民に売られた同胞のユダヤ人を、できる限り買い取った。

それなのに、あなたがたはまた自分の同胞を売ろうとしている。彼らはまた私たちに売られな

ければならなくなる。」すると彼らは黙ってしまい、一言も言えなかった。

9 私は続けた。「あなたがたのしていることは良くない。あなたがたは、私たちの敵である異邦

の民から侮辱を受けることなく、私たちの神を恐れつつ歩むべきではないか。

10 私も、私の親類の者も、私の配下の若い者たちも、彼らに金や穀物を貸してやったが、私たち

はその負債を帳消しにしよう。

11 だから、あなたがたも今日、彼らの畑、ぶどう畑、オリーブ畑、家、それに、あなたがたが彼

らに貸していた金や穀物、新しいぶどう酒、油などの利息分を彼らに返してやりなさい。」

12 すると彼らは、「私たちは返します。彼らから何も要求しません。私たちはあなたの言われる

とおりにします」と言った。そこで私は祭司たちを呼んで、この約束を実行する誓いを立てさ

せた。

13 私はまた、衣の裾を振って言った。「この約束を果たさない者はだれでも、神がこのように、

その人の家から、また、その人の勤労の実から振り落としてくださいますように。このように

振り落とされて、無一文になりますように。」すると全会衆は、「アーメン」と言って主をほ

めたたえた。こうして民はこの約束を実行した。

14 また、私がユダの地の総督として任命された日から、すなわち、アルタクセルクセス王の第二

十年から第三十二年までの十二年間、私も私の親類も総督としての手当てを受けなかった。

15 私の前任の総督たちは民の負担を重くし、銀四十シェケルのほかにパンとぶどう酒を民から取

り立てた。しかも、彼らに仕える若い者たちは民にいばりちらした。しかし、私は神を恐れ

て、そのようなことはしなかった。

16 また、私はこの城壁の工事に力を注ぎ、私たちは農地を買わなかった。私の配下の若い者たち

はみな工事に集まっていた。

17 ユダヤ人と代表者たち百五十人、また私たちの周囲の国々から来る者が、私の食卓に着いてい

た。

18 そのため、一日に牛一頭、選り抜きの羊六頭が料理され、私のためには何羽かの鳥が料理され

た。それに、十日ごとに、あらゆる種類のぶどう酒がたくさん用意された。それでも私は、こ

の民に重い負担がかかっていたので、総督としての手当を要求しなかった。

19 私の神よ。どうか私がこの民のためにしたすべてのことを覚えて、私をいつくしんでくださ

い。



第6章

1 さて、サンバラテ、トビヤ、アラブ人ゲシェム、その他の私たちの敵に、私が城壁を築き直

し、破れ口が残っていないことが伝えられたときのこと、ただし、まだ門には扉を取り付けて

いなかったときのことである。

2 サンバラテとゲシェムは私のところに使いをよこして言った。「さあ、オノの平地のケフィリ

ムで会見しよう。」彼らは私に危害を加えようと企んでいたのである。

3 そこで、私は彼らのところに使者たちを遣わして言った。「私は大工事をしているから、下っ

て行けない。私が工事をそのままにして、あなたがたのところへ下って行ったために、工事が

止まるようなことがあってよいものだろうか。」

4 彼らは同じようなことを、四度も私のところに言ってよこした。それで私も同じことを彼らに

答えた。

5 サンバラテは五度目にも同じようにして、若い者を私のところによこした。その手に一通の開

封された手紙を持っていた。

6 それには次のように書いてあった。「諸国民の間で言いふらされ、また、ゲシェムも言ってい

ることには、あなたとユダヤ人たちは反逆を企んでいて、そのために、あなたは城壁を築き直

している。このうわさによれば、あなたは彼らの王になろうとしている。

7 また、あなたは預言者さえ立てて、ここユダには王がいると、自分についてエルサレムで宣言

させようとしている。今にこのことは王に聞こえるであろう。さあ、来なさい。一緒に相談し

よう。」

8 そこで、私は彼のところに人を遣わして言った。「あなたが言っているようなことは、なされ

ていない。それはあなたが心の中で勝手に考え出したことだ」と。

9 これらのことはみな、「彼らの工事に対する気力が落ち、工事は中止されるだろう」と考え

て、私たちを脅すためであった。 ああ、今、どうか私を力づけてください。

10 私がメヘタブエルの子デラヤの子シェマヤの家に行ったところ、彼は引きこもっていた。そし

てこう言った。「神の宮、神殿の中で会い、神殿の戸を閉じておこう。彼らがあなたを殺しに

やって来るから。きっと夜分に殺しにやって来る。」

11 そこで私は言った。「私のような者が逃げてよいものか。私のような者で、だれが神殿に入っ

て生き続けるだろうか。私は入らない。」

12 私には分かった。今、彼を遣わしたのは、神ではないと。彼がこの預言を私に伝えたのは、ト

ビヤとサンバラテが彼を買収したからだと。

13 私が恐れて、言われるがままにして罪を犯し、私の悪評が立って、私がそしられるようにする

ために、彼は買収されたのだった。

14 わが神よ。トビヤやサンバラテのこれらのしわざと、また、私を恐れさせようとした女預言者

ノアデヤや、その他の預言者たちのしわざを覚えていてください。

15 こうして、城壁は五十二日かかって、エルルの月の二十五日に完成した。

16 私たちの敵がみなこれを聞いたとき、周囲の国々の民はみな恐れ、大いに面目を失った。この

工事が私たちの神によってなされたことを知ったからである。

17 またそのころ、ユダの有力者たちはトビヤのところにひんぱんに手紙を送っていて、トビヤも

彼らに返事をしていた。



18 それは、トビヤがアラフの子シェカンヤの婿であり、また、トビヤの子ヨハナンもベレクヤの

子メシュラムの娘を妻に迎えていたので、彼に誓いを立てていた者がユダの中に大勢いたから

である。

19 さらに、彼らは私の前でトビヤの善行を語り、彼に私の言うことを筒抜けにしていた。トビヤ

は私を脅すために、たびたび手紙を送って来た。

第7章

1 城壁が築き直され、私が扉を取り付けたとき、門衛、歌い手、レビ人が任命された。

2 私は兄弟ハナニとこの城の長ハナンヤに、エルサレムを治めるように命じた。これは、ハナン

ヤが誠実な人であり、多くの人にまさって神を恐れていたからであった。

3 私は彼らに言った。「太陽が高く昇って暑くなるまでは、エルサレムの門を開けてはならな

い。そして彼らが警備に立っている間に、門をしっかりと閉じておきなさい。エルサレムの住

民を、それぞれ物見のやぐらか自分の家の前に、見張りとして立てなさい。」

4 この町は広々としていて大きかったが、その中の住民は少なく、家もまだ十分に建てられてい

なかった。

5 私の神は私の心に示して、私に有力者たちや、代表者たちや、民衆を集めて、彼らの系図を記

載させた。私は最初に上って来た人々の系図を発見し、その中に次のように書かれているのを

見つけた。

6 バビロンの王ネブカドネツァルが引いて行った捕囚の民で、その捕囚の身から解かれてエルサ

レムとユダに上り、それぞれ自分の町に帰ったこの州の人々は次のとおりである。

7 彼らは、ゼルバベル、ヨシュア、ネヘミヤ、アザルヤ、ラアムヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビ

ルシャン、ミスペレテ、ビグワイ、ネフム、バアナと一緒に帰って来た。 イスラエルの民の

人数は次のとおりである。

8 パルオシュ族、二千百七十二人。

9 シェファテヤ族、三百七十二人。

10 アラフ族、六百五十二人。

11 ヨシュアとヨアブの二族からなるパハテ・モアブ族、二千八百十八人。

12 エラム族、一千二百五十四人。

13 ザト族、八百四十五人。

14 ザカイ族、七百六十人。

15 ビヌイ族、六百四十八人。

16 ベバイ族、六百二十八人。

17 アズガデ族、二千三百二十二人。

18 アドニカム族、六百六十七人。

19 ビグワイ族、二千六十七人。

20 アディン族、六百五十五人。

21 ヒゼキヤ族、すなわちアテル族、九十八人。

22 ハシュム族、三百二十八人。

23 ベツァイ族、三百二十四人。



24 ハリフ族、百十二人。

25 ギブオン族、九十五人。

26 ベツレヘムとネトファの人々、百八十八人。

27 アナトテの人々、百二十八人。

28 ベテ・アズマウェテの人々、四十二人。

29 キルヤテ・エアリムとケフィラとベエロテの人々、七百四十三人。

30 ラマとゲバの人々、六百二十一人。

31 ミクマスの人々、百二十二人。

32 ベテルとアイの人々、百二十三人。

33 別のネボの人々、五十二人。

34 別のエラム族、一千二百五十四人。

35 ハリム族、三百二十人。

36 エリコ人、三百四十五人。

37 ロデ人とハディデ人とオノ人、七百二十一人。

38 セナア人、三千九百三十人。

39 祭司は、ヨシュアの家系のエダヤ族、九百七十三人。

40 イメル族、一千五十二人。

41 パシュフル族、一千二百四十七人。

42 ハリム族、一千十七人。

43 レビ人は、ホダウヤ族のヨシュアとカデミエルの二族、七十四人。

44 歌い手は、アサフ族、百四十八人。

45 門衛は、シャルム族、アテル族、タルモン族、アクブ族、ハティタ族、ショバイ族、百三十八

人。

46 宮のしもべは、ツィハ族、ハスファ族、タバオテ族、

47 ケロス族、シア族、パドン族、

48 レバナ族、ハガバ族、シャルマイ族、

49 ハナン族、ギデル族、ガハル族、

50 レアヤ族、レツィン族、ネコダ族、

51 ガザム族、ウザ族、パセアハ族、

52 ベサイ族、メウニム族、ネフィシェシム族、

53 バクブク族、ハクファ族、ハルフル族、

54 バツリテ族、メヒダ族、ハルシャ族、

55 バルコス族、シセラ族、テマフ族、

56 ネツィアハ族、ハティファ族。

57 ソロモンのしもべたちの子孫は、ソタイ族、ソフェレテ族、ペリダ族、

58 ヤアラ族、ダルコン族、ギデル族、

59 シェファテヤ族、ハティル族、ポケレテ・ハツェバイム族、アモン族。

60 宮のしもべたちと、ソロモンのしもべたちの子孫は、合計三百九十二人。



61 次の人々はテル・メラフ、テル・ハルシャ、ケルブ、アドン、イメルから引き揚げて来たが、

自分たちの先祖の家系と血統がイスラエル人であったかどうかを証明できなかった。

62 デラヤ族、トビヤ族、ネコダ族、六百四十二人。

63 祭司の中では、ホバヤ族、ハ・コツ族、バルジライ族。このバルジライは、ギルアデ人バルジ

ライの娘の一人を妻にしたので、その名で呼ばれていた。

64 これらの人々は自分たちの系図書きを捜してみたが、見つからなかったので、彼らは祭司職を

果たす資格がない者とされた。

65 そのため総督は彼らに、ウリムとトンミムを使える祭司が起こるまでは、最も聖なるものを食

べてはならないと命じた。

66 全会衆の合計は四万二千三百六十人であった。

67 このほかに、彼らの男女の奴隷が七千三百三十七人いた。また、彼らには男女の歌い手が二百

四十五人いた。

68 らくだは四百三十五頭。ろばは六千七百二十頭であった。

69 一族のかしらの何人かは、工事のためにささげ物をした。総督は資金として金一千ダリク、鉢

五十、祭司の長服五百三十着を献げ、

70 また、一族のかしらのある者は、工事資金として金二万ダリク、銀二千二百ミナを献げた。

71 そのほかの民の献げたものは、金二万ダリク、銀二千ミナ、祭司の長服六十七着であった。

72 こうして、祭司、レビ人、門衛、歌い手、民のある者たち、宮のしもべたちが、すなわち、全

イスラエルが自分たちの元の町々に住んだ。 イスラエルの子らは自分たちの町々にいたが、

第七の月が来たとき、

第8章

1 民全体が、一斉に水の門の前の広場に集まって来た。そして彼らは、主がイスラエルに命じた

モーセの律法の書を持って来るように、学者エズラに言った。

2 そこで、第七の月の一日に祭司エズラは、男、女、および、聞いて理解できる人たちすべてか

らなる会衆の前に律法を持って来て、

3 水の門の前の広場で夜明けから真昼まで、男、女、および理解できる人たちの前で、これを朗

読した。民はみな律法の書に耳を傾けた。

4 学者エズラは、このために作られた木の壇の上に立った。彼のそばには、右手にマティテヤ、

シェマ、アナヤ、ウリヤ、ヒルキヤ、マアセヤが立ち、左手にペダヤ、ミシャエル、マルキ

ヤ、ハシュム、ハシュバダナ、ゼカリヤ、メシュラムが立った。

5 エズラは民全体の目の前で、その書を開いた。彼は民全体よりも高いところにいたのである。

彼がそれを開くと、民はみな立ち上がった。

6 エズラが大いなる神、主をほめたたえると、民はみな両手を上げながら「アーメン、アーメ

ン」と答え、ひざまずき、顔を地に伏せて主を礼拝した。

7 ヨシュア、バニ、シェレベヤ、ヤミン、アクブ、シャベタイ、ホディヤ、マアセヤ、ケリタ、

アザルヤ、エホザバデ、ハナン、ペラヤなどレビ人たちは、民に律法を解き明かした。その

間、民はその場に立っていた。

8 彼らが神のみおしえの書を読み、その意味を明快に示したので、民は読まれたことを理解し

た。



9 総督であるネヘミヤと、祭司であり学者であるエズラと、民に解き明かすレビ人たちは、民全

体に向かって言った。「今日は、あなたがたの神、主にとって聖なる日である。悲しんではな

らない。泣いてはならない。」民が律法のことばを聞いたときに、みな泣いていたからであ

る。

10 さらに、彼は彼らに言った。「行って、ごちそうを食べ、甘いぶどう酒を飲みなさい。何も用

意できなかった人には食べ物を贈りなさい。今日は、私たちの主にとって聖なる日である。悲

しんではならない。主を喜ぶことは、あなたがたの力だからだ。」

11 レビ人たちも、民全体を静めながら言った。「静まりなさい。今日は聖なる日だから。悲しん

ではならない。」

12 こうして、民はみな帰って行き、食べたり飲んだり、ごちそうを贈ったりして、大いに喜ん

だ。教えられたことを理解したからである。

13 二日目に、民全体の一族のかしらたちと、祭司たち、レビ人たちは、律法のことばをよく調べ

るために、学者エズラのところに集まって来た。

14 そして彼らは、主がモーセを通して命じた律法に次のように書かれているのを見出した。すな

わち、「イスラエルの子らは第七の月の祭りの間、仮庵の中に住まなければならない。

15 また、『山へ出て行き、オリーブの葉、野生のオリーブの木の葉、ミルトスの葉、なつめ椰子

の葉、また茂った枝木などの枝を取って来て、書かれているとおりに仮庵を作るように』と、

自分たちのすべての町とエルサレムに通達を出して、知らせなければならない」とあった。

16 そこで民は出て行き、枝を取って来て、それぞれ自分の家の屋根の上や庭の中、また神の宮の

庭、水の門の広場、エフライムの門の広場に、自分たちのために仮庵を作った。

17 捕囚から帰って来た全会衆は仮庵を作り、その仮庵に住んだ。ヌンの子ヨシュアの時代から今

日まで、イスラエルの子らはこのようにしていなかったので、それは非常に大きな喜びであっ

た。

18 神のみおしえの書は、最初の日から最後の日まで毎日朗読された。祭りは七日間祝われ、八日

目には定めにしたがって、きよめの集会が行われた。

第9章

1 その月の二十四日に、イスラエルの子らは集まって断食をし、粗布をまとって土をかぶった。

2 イスラエルの子孫はすべての異国の人々と関係を絶ち、立ち上がって、自分たちの罪と先祖の

咎を告白した。

3 彼らはそれぞれ所定のところに立って、昼の四分の一は、彼らの神、主のみおしえの書を朗読

し、次の四分の一は、彼らの神、主に告白をして礼拝した。

4 ヨシュア、バニ、カデミエル、シェバンヤ、ブンニ、シェレベヤ、バニ、ケナニはレビ人の台

の上に立ち、彼らの神、主に向かって大声で叫んだ。

5 レビ人のヨシュア、カデミエル、バニ、ハシャブネヤ、シェレベヤ、ホディヤ、シェバンヤ、

ペタフヤは言った。 「立ち上がって、 あなたがたの神、主をほめたたえよ。 とこしえからと

こしえまで。 あなたの栄光の御名はほむべきかな。 すべての祝福と賛美の上に高く上げられ

て。

6 ただ、あなただけが主です。 あなたは天と、天の天と、その万象を、 地とその上のすべての

ものを、 海とその中にあるすべてのものを造られました。 あなたはそのすべてを生かしてお



られます。 天の万象はあなたを伏し拝んでいます。

7 あなたこそ神である主です。 あなたはアブラムを選んで カルデア人のウルから連れ出し、 そ

の名をアブラハムとされました。

8 彼の心が御前に忠実であるのを見て、 あなたは彼と契約を結び、 カナン人、ヒッタイト人、

アモリ人、ペリジ人、 エブス人、ギルガシ人の地を 彼の子孫に与えるとされました。 そして

その約束を果たされました。 あなたは正しい方だからです。

9 あなたはエジプトで私たちの先祖の苦難を見て、 葦の海のほとりで、その叫びを聞かれまし

た。

10 ファラオとそのすべての家臣、 その国のすべての民に対して、 数々のしるしと不思議を行わ

れました。 彼らが私たちの先祖に対して 傲慢にふるまったのを、 あなたがみこころに留めら

れたからです。 こうして、今日あるとおり、 あなたは名をあげられました。

11 あなたは私たちの先祖の前で海を裂き、 彼らは海の真ん中の乾いた地面を渡りました。 追っ

手は、奔流に吞み込まれる石のように、 あなたが海の深みに投げ込まれました。

12 昼は雲の柱の中にあって彼らを導き、 夜は火の柱の中にあって その行くべき道を照らされま

した。

13 あなたはシナイ山の上に下り、 天から彼らと語り、 正しい定めと、まことのみおしえ、 良き

掟と命令を彼らにお与えになりました。

14 あなたの聖なる安息を彼らに教え、 あなたのしもべモーセを通して、 命令と掟とみおしえを

彼らに命じられました。

15 彼らが飢えたときには、天からパンを与え、 渇いたときには、岩から水を出し、 彼らに与え

ると誓われたその地に入って そこを所有するよう、彼らに命じられました。

16 しかし彼ら、私たちの先祖は 傲慢にふるまい、 うなじを固くし、 あなたの命令に聞き従いま

せんでした。

17 彼らは聞き従うことを拒み、 彼らの間で行われた奇しいみわざを思い出さず、 かえってうな

じを固くし、かしらを立てて、 逆らって奴隷の身に戻ろうとしました。 それにもかかわら

ず、あなたは赦しの神であり、 情け深く、あわれみ深く、 怒るのに遅く、恵み豊かであら

れ、 彼らをお捨てになりませんでした。

18 彼らが自分たちのために鋳物の子牛を造り、 『これが、あなたをエジプトから導き上った あ

なたの神だ』と言って、 ひどい侮辱を加えたときでさえ、

19 あなたは大きなあわれみをかけ、 彼らを荒野に見捨てられませんでした。 昼は雲の柱が彼ら

から離れず、道中を導き、 夜は火の柱が、行くべき道を照らしました。

20 あなたは、彼らを賢くしようと、 ご自分の良き霊を与え、 彼らの口からあなたのマナを絶や

さず、 彼らが渇いたときには水を与えられました。

21 四十年の間、あなたは彼らを養われました。 彼らは荒野で何も不足することなく、 上着はす

り切れず、足も腫れませんでした。

22 あなたは諸王国と諸民族を彼らに渡し、 それらを領地として割り当てられました。 彼らはシ

ホンの地、ヘシュボンの王の地と、 バシャンの王オグの地を所有しました。

23 あなたは彼らの子孫を空の星のように増やし、 彼らの先祖たちに、 『入って行って所有せ

よ』と言った地に、 彼らを導き入れられました。



24 その子孫は入って行って、 その地を所有しました。 あなたは、この地の住民、カナン人を 彼

らの前に屈服させて、その手に渡し、 王たちとその地の人々を、 彼らの思いのままに扱わせ

ました。

25 こうして、彼らは 城壁のある町々と肥えた土地を攻め取り、 あらゆる良い物に満ちた家、掘

り井戸とぶどう畑、 そしてオリーブと果樹を、豊かに手に入れました。 彼らは食べて満腹

し、肥え太って、 あなたの大いなる恵みを楽しみました。

26 しかし、彼らはあなたに逆らい、反逆して、 あなたの律法をうしろに投げ捨て、 あなたに立

ち返らせようとして彼らを戒めた あなたの預言者たちを殺し、 数々のひどい侮辱を加えまし

た。

27 そこであなたは彼らを敵の手に渡され、 敵が彼らを苦しめました。 彼らがその苦難の時にあ

なたに叫び求めると、 あなたは天からこれを聞き入れ、 あなたの大いなるあわれみによって

救う者たちを彼らに与え、 敵の手から救われるようにしてくださいました。

28 しかし、一息つくと、 彼らはまたあなたの前に悪事を行いました。 あなたは彼らを敵の手に

捨て置き、 敵が彼らを支配しました。 彼らが再びあなたに叫び求めると、 あなたは天からこ

れを聞き入れ、 あわれみによって、 たびたび彼らを救い出されました。

29 あなたは彼らを戒めて、 あなたの律法に立ち返らせようとされました。 しかし、彼らは傲慢

にふるまい、 あなたの命令に聞き従わず、 その命令を行う人は、それによって生きるという

あなたの定めに背いて罪を犯し、 肩を怒らして、うなじを固くし、 聞き入れようとはしませ

んでした。

30 それでも、あなたは何年も彼らを忍び、 あなたの霊により、あなたの預言者たちを通して 彼

らを戒められましたが、 彼らは耳を傾けませんでした。 そのため、あなたは彼らを 地のもろ

もろの民の手に渡されました。

31 しかし、あなたはその大いなるあわれみにより、 彼らを滅ぼし尽くすことはせず、 お見捨て

にもなりませんでした。 あなたは、情け深くあわれみ深い神です。

32 私たちの神、大いなる神よ。 力強く恐るべき方、契約と恵みを守られる方よ。 今、アッシリ

アの王たちの時代から今日まで、 私たちと私たちの王たち、高官たち、 祭司、預言者、私た

ちの先祖、 また、あなたの民全体に降りかかった困難をみな、 どうか小さなことと見なさな

いでください。

33 私たちに降りかかったすべてのことにおいて、 あなたは正しくあられます。 あなたは真実を

行われましたが、 私たちは悪を行ったのです。

34 私たちの王、高官、祭司、先祖たちは あなたの律法を守らず、 あなたがお与えになった命令

と警告にも、 耳を傾けませんでした。

35 彼らは自分たちの王国の中で、 あなたが下さったその大きな恵みの中で、 また、あなたが彼

らの前に置かれた、 広くて肥えた土地にいても、あなたに仕えず、 また自分たちの悪い行い

から 立ち返ることもありませんでした。

36 ご覧ください。私たちは今、奴隷です。 私たちが実りと良い物を食べられるようにと、 あな

たが先祖に与えてくださった、この地で。 ご覧ください。私たちは奴隷です。

37 私たちの罪のゆえに、この地の豊かな産物は、 あなたが私たちの上に立てられた 王たちのも

のとなっています。 彼らは私たちのからだを支配し、 家畜も彼らの思いのままです。 私たち

は大きな苦しみの中にいます。」



38 これらすべてのことのゆえに、私たちは文書をもって盟約を結んだ。そして、私たちの高官た

ち、レビ人たち、祭司たちはそれに印を押した。

第10章

1 印を押した者は次のとおりである。ハカルヤの子の総督ネヘミヤ、およびゼデキヤ、

2 セラヤ、アザルヤ、エレミヤ、

3 パシュフル、アマルヤ、マルキヤ、

4 ハトシュ、シェバンヤ、マルク、

5 ハリム、メレモテ、オバデヤ、

6 ダニエル、ギネトン、バルク、

7 メシュラム、アビヤ、ミヤミン、

8 マアズヤ、ビルガイ、シェマヤ。以上は祭司たちであった。

9 レビ人では、アザンヤの子ヨシュア、ヘナダデの子らのうちのビヌイ、カデミエル、

10 および彼らの親類で、シェバンヤ、ホディヤ、ケリタ、ペラヤ、ハナン、

11 ミカ、レホブ、ハシャブヤ、

12 ザクル、シェレベヤ、シェバンヤ、

13 ホディヤ、バニ、ベニヌ。

14 民のかしらでは、パルオシュ、パハテ・モアブ、エラム、ザト、バニ、

15 ブンニ、アズガデ、ベバイ、

16 アドニヤ、ビグワイ、アディン、

17 アテル、ヒゼキヤ、アズル、

18 ホディヤ、ハシュム、ベツァイ、

19 ハリフ、アナトテ、ネバイ、

20 マグピアシュ、メシュラム、ヘジル、

21 メシェザブエル、ツァドク、ヤドア、

22 ペラテヤ、ハナン、アナヤ、

23 ホセア、ハナンヤ、ハシュブ、

24 ハ・ロヘシュ、ピルハ、ショベク、

25 レフム、ハシャブナ、マアセヤ、

26 アヒヤ、ハナン、アナン、

27 マルク、ハリム、バアナ。

28 このほかの民、祭司、レビ人、門衛、歌い手、宮のしもべたち、また、諸国の民と関係を絶っ

て神の律法についた者全員、その妻、息子、娘たち、すべて理解できるまでになった者は、

29 彼らの親類のすぐれた人々と歩調を合わせつつ、神のしもべモーセを通して与えられた神の律

法に歩み、私たちの主、主のすべての命令、その定めと掟を守り行うという、次のような、の

ろいの誓いに加わった。

30 「私たちの娘をこの地の民に与えず、また、彼らの娘を私たちの息子の妻としない。



31 諸国の民が安息日に商品、あるいはどんな穀物を売りに持って来ても、私たちは安息日や聖な

る日には彼らから買わない。また、私たちは七年目には土地を休ませ、あらゆる負債を免除す

る。

32 私たちは、自分たちの神の宮での礼拝のために、毎年シェケルの三分の一を献げる義務を自ら

に課す。

33 これは、並べ供えるパンと常供の穀物のささげ物のため、常供の全焼のささげ物のため、安息

日、新月の祭り、例祭、聖なるささげ物のため、そしてイスラエルの宥めを行う罪のきよめの

ささげ物のため、および私たちの神の宮のすべての用途のためである。

34 また私たち、祭司とレビ人と民は、薪のささげ物について、毎年定められた時に、父祖の家ご

とに神の家に携えて来ることを、くじによって決める。律法に記されているとおり、私たちの

神、主の祭壇の上で燃やすためである。

35 また、私たちの土地の初なりと、あらゆる木の初なりの果実をすべて、毎年、主の宮に携えて

来ることに決める。

36 また、律法に記されているとおり、私たちの子どもと家畜の初子、私たちの牛や羊の初子を、

私たちの神の宮に、私たちの神の宮で仕えている祭司たちのところに携えて来ることに決め

る。

37 また、私たちの初物の麦粉と奉納物、およびあらゆる木の果実、新しいぶどう酒と油を祭司た

ちのところに、私たちの神の宮の部屋に携えて来る。また、私たちの土地の十分の一はレビ人

たちのものとする。レビ人は、私たちの耕作するすべての町から十分の一を受け取る者たちで

ある。

38 レビ人が十分の一を集めるとき、アロンの子孫である祭司が、そのレビ人とともにいなければ

ならない。レビ人は、その十分の一の十分の一を私たちの神の宮へ携え上り、宝物倉の部屋に

納めなければならない。

39 この部屋に、イスラエルの子らとレビ人たちは、穀物、新しいぶどう酒、油の奉納物を携えて

来るようになっているからである。そこには聖所の用具があり、また、当番の祭司や門衛や歌

い手たちもいる。このようにして私たちは、自分たちの神の宮をなおざりにはしない。」

第11章

1 民の指導者たちはエルサレムに住んでいたが、それ以外の民はくじを引いて、十人のうちから

一人ずつ、聖なる都エルサレムに来て住むようにし、あとの九人をほかの町々に住まわせた。

2 民は、自分から進んでエルサレムに住もうとする人々をみな祝福した。

3 エルサレムに住んだこの州のかしらたちは次のとおりである。ユダの町々には、イスラエルの

人々、祭司、レビ人、宮のしもべたち、ソロモンのしもべたちの子孫が、それぞれ自分たちの

町の自分の所有地に住んだ。

4 エルサレムには、ユダ族とベニヤミン族のうちのある者が住んだ。ユダ族では、まずウジヤの

子アタヤ。ウジヤはゼカリヤの子、ゼカリヤはアマルヤの子、アマルヤはシェファテヤの子、

シェファテヤはマハラルエルの子、マハラルエルはペレツの子孫の一人である。

5 次にバルクの子マアセヤ。バルクはコル・ホゼの子、コル・ホゼはハザヤの子、ハザヤはアダ

ヤの子、アダヤはエホヤリブの子、エホヤリブはゼカリヤの子、ゼカリヤはシロ人の子孫であ

る。



6 エルサレムに住んだペレツの子孫は合計四百六十八人の勇士であった。

7 ベニヤミン族では次のとおりである。まずメシュラムの子サル。メシュラムはヨエデの子、ヨ

エデはペダヤの子、ペダヤはコラヤの子、コラヤはマアセヤの子、マアセヤはイティエルの

子、イティエルはエシャヤの子である。

8 彼の次にガバイとサライで、九百二十八人。

9 ジクリの子ヨエルが彼らの監督者であり、セヌアの子ユダがこの町の副監督者であった。

10 祭司のうちでは、エホヤリブの子エダヤと、ヤキン、

11 ヒルキヤの子セラヤであった。ヒルキヤはメシュラムの子、メシュラムはツァドクの子、ツァ

ドクはメラヨテの子、メラヨテはアヒトブの子である。セラヤは神の宮のつかさであった。

12 彼らの同族で宮の務めをする者は八百二十二人。また、エロハムの子アダヤ。エロハムはペラ

ルヤの子、ペラルヤはアムツィの子、アムツィはゼカリヤの子、ゼカリヤはパシュフルの子、

パシュフルはマルキヤの子である。

13 アダヤの同族で一族のかしらたちは二百四十二人。また、アザルエルの子アマシュサイ。アザ

ルエルはアフザイの子、アフザイはメシレモテの子、メシレモテはイメルの子である。

14 彼らの同族の勇士たちは百二十八人。彼らの監督者はハゲドリムの子ザブディエルであった。

15 レビ人のうちでは、ハシュブの子シェマヤ。ハシュブはアズリカムの子、アズリカムはハシャ

ブヤの子、ハシャブヤはブンニの子である。

16 また、レビ人のかしらのうちシャベタイとエホザバデは、神の宮の外まわりの仕事をつかさど

っていた。

17 また、ミカの子マタンヤ。ミカはアサフの子のザブディの子である。マタンヤは祈りの時に感

謝の歌を歌い始める指導者、バクブクヤはその同族の副指導者であった。また、シャムアの子

アブダ。シャムアはエドトンの子のガラルの子である。

18 聖なる都にいるレビ人は合計二百八十四人であった。

19 門衛では、アクブとタルモン、および門の見張りをする彼らの同族で、百七十二人であった。

20 そのほかのイスラエルの人々、祭司、レビ人たちは、ユダのすべての町で、それぞれ自分の相

続地にいた。

21 宮のしもべたちはオフェルに住み、ツィハとギシュパは宮のしもべたちをつかさどっていた。

22 エルサレムにいるレビ人の監督者は、バニの子ウジであった。バニはハシャブヤの子、ハシャ

ブヤはマタンヤの子、マタンヤはミカの子である。ウジはアサフの子孫の歌い手の一人で、神

の宮の礼拝を指導していた。

23 歌い手たちには王の命令が下っていて、日課が定められていた。

24 また、ユダの子ゼラフの子孫の一人で、メシェザブエルの子ペタフヤは、民に関するすべての

事柄について王を助ける役を務めた。

25 農地がある村々で、ユダの子孫の一部が住んだのは、キルヤテ・アルバとそれに属する村々、

ディボンとそれに属する村々、エカブツェエルとその村々、

26 ヨシュア、モラダ、ベテ・ペレテ、

27 ハツァル・シュアル、ベエル・シェバとそれに属する村々、

28 ツィクラグ、メコナとそれに属する村々、

29 エン・リンモン、ツォルア、ヤルムテ、



30 ザノアハ、アドラムとそれらに属する村々、ラキシュとその農地、アゼカとそれに属する村々

であった。こうして彼らは、ベエル・シェバからヒノムの谷までの一帯に住みついた。

31 ベニヤミンの子孫は、ゲバから、ミクマス、アヤ、ベテルとそれに属する村々、

32 アナトテ、ノブ、アナネヤ、

33 ハツォル、ラマ、ギタイム、

34 ハディデ、ツェボイム、ネバラテ、

35 ロデとオノ、および職人の谷に住んだ。

36 レビ人のうち、ユダにいたある組はベニヤミンに加わった。

第12章

1 シェアルティエルの子ゼルバベルおよびヨシュアと一緒に上って来た、祭司とレビ人は次のと

おりである。セラヤ、エレミヤ、エズラ、

2 アマルヤ、マルク、ハトシュ、

3 シェカンヤ、レフム、メレモテ、

4 イド、ギネトイ、アビヤ、

5 ミヤミン、マアデヤ、ビルガ、

6 シェマヤ、エホヤリブ、エダヤ、

7 サル、アモク、ヒルキヤ、エダヤ。以上はヨシュアの時代に、祭司とその同族のかしらであっ

た者たちである。

8 また、レビ人では、ヨシュア、ビヌイ、カデミエル、シェレベヤ、ユダ、マタンヤで、感謝の

歌を受け持っていたのはマタンヤとその兄弟たちであった。

9 また、彼らの兄弟のバクブクヤとウンニは、務めのときには彼らの向かい側に立った。

10 ヨシュアはエホヤキムを生み、エホヤキムはエルヤシブを生み、エルヤシブはエホヤダを生

み、

11 エホヤダはヨナタンを生み、ヨナタンはヤドアを生んだ。

12 次に、エホヤキムの時代に、祭司で一族のかしらであった者は次のとおりである。セラヤ族で

はメラヤ、エレミヤ族ではハナンヤ、

13 エズラ族ではメシュラム、アマルヤ族ではヨハナン、

14 メリク族ではヨナタン、シェバンヤ族ではヨセフ、

15 ハリム族ではアデナ、メラヨテ族ではヘルカイ、

16 イド族ではゼカリヤ、ギネトン族ではメシュラム、

17 アビヤ族ではジクリ、ミンヤミン族、モアデヤ族ではピルタイ、

18 ビルガ族ではシャムア、シェマヤ族ではヨナタン、

19 エホヤリブ族ではマテナイ、エダヤ族ではウジ、

20 サライ族ではカライ、アモク族ではエベル、

21 ヒルキヤ族ではハシャブ、エダヤ族ではネタンエル。

22 エルヤシブ、エホヤダ、ヨハナン、ヤドアの時代にレビ人は一族のかしらとして登録され、ま

た、祭司はペルシア人ダレイオスの治世に登録された。



23 レビの子孫で一族のかしらたちは、エルヤシブの子ヨハナンの時代まで、年代記に記されてい

た。

24 レビ人のかしらたちは、ハシャブヤ、シェレベヤ、およびカデミエルの子ヨシュアであり、そ

の兄弟たちが彼らの向かい側に立って、組と組が相応じて、神の人ダビデの命令に基づき、賛

美をして感謝をささげた。

25 マタンヤ、バクブクヤ、オバデヤ、メシュラム、タルモン、アクブは門衛で、門の倉を見張っ

ていた。

26 以上はエホツァダクの子ヨシュアの子エホヤキムの時代と、総督ネヘミヤ、および学者である

祭司エズラの時代の人々である。

27 エルサレムの城壁の奉献式に際して、彼らはあらゆる場所からレビ人を捜し出してエルサレム

に連れて来た。シンバルと琴と竪琴に合わせて感謝の歌を歌い、喜びをもって奉献式を行うた

めであった。

28 歌い手たちは、エルサレムの周辺の低地やネトファ人の村々から、

29 またベテ・ギルガルやゲバとアズマウェテの農地から集まって来た。この歌い手たちは、エル

サレムの周辺に自分たちの村々を建てていたのである。

30 祭司とレビ人は自分たちの身をきよめ、また民と門と城壁をきよめた。

31 私はユダの長たちを城壁に上らせ、感謝の歌をささげる二つの大きな賛美隊として配置した。

一組は城壁の上を右の方に、糞の門に向かって進んだ。

32 彼らのうしろに続いて進んだ者は、ホシャヤとユダの長たちの半分、

33 アザルヤ、エズラ、メシュラム、

34 ユダ、ベニヤミン、シェマヤ、エレミヤであった。

35 祭司のうちのある者もラッパを持って進んだ。まず、ヨナタンの子ゼカリヤ。ヨナタンはシェ

マヤの子、シェマヤはマタンヤの子、マタンヤはミカヤの子、ミカヤはザクルの子、ザクルは

アサフの子である。

36 次に、ゼカリヤの兄弟たちシェマヤ、アザルエル、ミラライ、ギラライ、マアイ、ネタンエ

ル、ユダ、ハナニで、神の人ダビデの楽器を持って続いた。学者エズラが彼らの先頭に立っ

た。

37 彼らは泉の門のところで、城壁の上り口にあるダビデの町の階段をまっすぐに上り、ダビデの

家の上を通って東の方の水の門に来た。

38 感謝の歌をささげるもう一組の賛美隊は、左の方に進んだ。私はそのうしろに従った。民の半

分は城壁の上を進み、炉のやぐらの上を通って、幅広の城壁のところに進み、

39 エフライムの門の上を通り、エシャナの門を過ぎ、魚の門と、ハナンエルのやぐらと、ハ・メ

アのやぐらを過ぎて、羊の門まで進んだ。そして監視の門で立ち止まった。

40 こうして、感謝の歌をささげる二つの賛美隊は神の宮で位置についた。私も、私とともにいた

代表者たちの半分もそうした。

41 また祭司たち、エルヤキム、マアセヤ、ミンヤミン、ミカヤ、エルヨエナイ、ゼカリヤ、ハナ

ンヤもラッパを持って、そこにいた。

42 また、マアセヤ、シェマヤ、エルアザル、ウジ、ヨハナン、マルキヤ、エラム、エゼルもい

た。こうして、歌い手たちは歌い、イズラフヤが指揮をした。



43 彼らはその日、数多くのいけにえを献げて喜んだ。神が彼らを大いに喜ばせてくださったから

である。女も子どもも喜んだので、エルサレムの喜びの声ははるか遠くまで聞こえた。

44 その日、財宝や、奉納物、初物や十分の一を納める部屋を管理する人たちが任命され、祭司と

レビ人のために律法で定められた分を、町々の農地からそこに集めた。これは、職務に就いて

いる祭司とレビ人をユダの人々が喜んだからである。

45 彼らは、自分たちの神への任務ときよめの任務を果たした。歌い手や門衛たちも同様であっ

た。ダビデとその子ソロモンの命令のとおりである。

46 昔から、ダビデとアサフの時代から、歌い手たちのかしらたちがいて、神への賛美と感謝の歌

がささげられた。

47 ゼルバベルの時代とネヘミヤの時代、全イスラエルは、歌い手と門衛のために定められた分を

日ごとに渡していた。彼らはまたレビ人の分を聖別し、レビ人はアロンの子らの分を聖別して

いた。

第13章

1 その日、民が聞いているところでモーセの書が朗読され、その中に、アンモン人とモアブ人は

決して神の集会に加わってはならない、と書かれているのが見つかった。

2 それは、かつて彼らが、パンと水をもってイスラエル人を迎えることをせず、かえってバラム

を雇ってイスラエル人を呪わせようとしたからであった。私たちの神はその呪いを祝福に変え

られた。

3 民はこの律法を聞くとすぐに、混血の者をみなイスラエルから切り離した。

4 これより以前、祭司エルヤシブは、私たちの神の宮の部屋を任されていて、トビヤと親しい関

係にあったので、

5 トビヤのために一つの大きな部屋をあてがっていた。以前その部屋は、穀物のささげ物、乳

香、器、またレビ人や歌い手や門衛たちのために定められていた、穀物と新しいぶどう酒と油

の十分の一、さらに祭司のための奉納物を保管するところであった。

6 この間ずっと、私はエルサレムにいなかった。私が、バビロンの王アルタクセルクセスの三十

二年に王のところに行き、その後しばらくして王にいとまを乞い、

7 エルサレムに帰って来たからである。そのとき私は、エルヤシブがトビヤのために行った悪、

すなわち、神の宮の庭にある一つの部屋を彼にあてがったことに気づいた。

8 私は大いに気分を害し、トビヤ家の家財をすべてその部屋から外へ放り出し、

9 命じて、その部屋をきよめさせた。そして私は、神の宮の器を、穀物のささげ物や乳香と一緒

に再びそこに納めた。

10 また私は、レビ人の分が支給されていなかったために、務めに当たるレビ人と歌い手たちが、

それぞれ自分の農地に逃げ去っていたことを知った。

11 私は代表者たちを詰問し、「どうして神の宮が見捨てられているのか」と言った。そして私は

レビ人たちを集め、元の職務に就かせた。

12 ユダの人々はみな、穀物と新しいぶどう酒と油の十分の一を貯蔵庫に持って来た。

13 そこで私は、祭司シェレムヤ、学者ツァドク、レビ人の一人ペダヤに貯蔵庫を管理させ、マタ

ンヤの子ザクルの子ハナンを彼らの助手とした。彼らが忠実な者と認められていたからであ

る。彼らの任務は仲間に分配をすることであった。



14 私の神よ、どうか、このことのゆえに私を覚えていてください。私が神の宮とその務めのため

にした数々の誠実な行いを、ぬぐい去らないでください。

15 そのころ私は、ユダのうちで安息日にぶどう踏みをしている者、麦束を運んでいる者、また、

ろばに荷物を負わせている者、さらに、ぶどう酒、ぶどうの実、いちじくなど、あらゆる品物

を積んで、安息日にエルサレムに運び込んでいる者を見つけた。それで私は、彼らが食糧を売

ったその日に、彼らを戒めた。

16 また、そこに住んでいたツロの人々も、魚などあらゆる商品を運んで来て、安息日に、しかも

エルサレムでユダの人々に売っていた。

17 そこで、私はユダの有力者たちを詰問して言った。「あなたがたが行っているこの悪事は何

か。安息日を汚しているではないか。

18 あなたがたの先祖も、このようなことをしたので、私たちの神はこのすべてのわざわいを、私

たちとこの都の上にもたらされたのではないか。それなのに、あなたがたは安息日を汚して、

イスラエルの上にまたもや御怒りを招こうとしている。」

19 安息日の前、エルサレムの門に夕闇が迫ると、私は命じて扉を閉めさせ、安息日が終わるまで

は開いてはならないと命じた。そして、私の配下の若い者の何人かを門の見張りに立て、安息

日に荷物が持ち込まれないようにした。

20 それで商人やあらゆる品物を売る者たちは、一、二度エルサレムの外で夜を過ごした。

21 そこで、私は彼らを戒めて言った。「なぜ、あなたがたは城壁の前で夜を過ごすのか。もう一

度このようなことをすれば、私はあなたがたを処罰する。」その時から、彼らはもう安息日に

は来なくなった。

22 また私はレビ人に、安息日を聖なるものとするために、彼らが身をきよめ、門の見張りとして

来るように命じた。 私の神よ、このことにおいても、どうか私を覚えていてください。そし

て、あなたの豊かな恵みにしたがって私をあわれんでください。

23 そのころまた私は、アシュドデ人、アンモン人、モアブ人の女を妻にしているユダヤ人たちに

気がついた。

24 彼らの子どもの半分は、アシュドデのことばか、あるいはそれぞれほかのことばを話して、ユ

ダヤのことばが分からなかった。

25 そこで私は彼らを詰問してののしり、そのうちの数人を打って毛を引き抜き、神にかけて誓わ

せて言った。「あなたがたの娘を彼らの息子に嫁がせてはならない。また、彼らの娘をあなた

がたの息子、あるいはあなたがた自身の妻としてはならない。

26 イスラエルの王ソロモンも、このことで罪を犯したではないか。多くの国の中で彼のような王

はいなかった。彼は神に愛され、神は彼をイスラエル全土を治める王としたのに、その彼にさ

え異国人の女たちが罪を犯させてしまった。

27 あなたがたについても、異国人の女を妻とし、私たちの神の信頼を裏切るという、この大きな

悪が行われていることを聞かなければならないのか。」

28 大祭司エルヤシブの子エホヤダの子の一人は、ホロン人サンバラテの婿であった。それで、私

は彼を私のところから追い出した。

29 私の神よ、どうか彼らのことを覚えていてください。彼らは祭司職を汚し、祭司職とレビ人た

ちの契約を汚したのです。



30 私は異教的なもの一切から彼らをきよめ、祭司とレビ人のそれぞれの務めにしたがって職務に

就かせ、

31 定められた時に行う薪のささげ物と、初物についても規定を定めた。 私の神よ、どうか私を

覚えて、いつくしんでください。


